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生徒が人権尊重の理念「自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること」を理解
するとともに、それが態度や行動に現れるようになるよう、学校教育のあらゆる場面で
人権教育を行うことが、いま、求められています。
このワークシート集が、学校における人権教育推進のための一助となれば幸いです。

1 このワークシート集は、県内の高等学校・中等教育学校後期課程の特別活動や教科
活動の中で、人権教育に取り組む際に活用するために作成されました。
2 このワークシート集は、「かながわ人権施策推進指針（改定版）」に基づいて、様々な

人権課題を取り上げています。学校や学年、学級の実態に合わせて御活用ください。
3 このワークシート集は、各題材にワークシートとその解説を掲載しています。実践

する前には、ワークシートと解説を十分に参照してください。
4 著作権上の制約があるため、別の冊子に収録したり、ワークシートの内容を変えて

研究成果として発表するなど、研修や授業以外の目的で使用する場合には、神奈川県
教育委員会にお問い合わせください。
5 ワークシートは神奈川県のウェブサイト（「人権教育指導資料･学習教材の紹介」）から

ダウンロードできますので、印刷して使用してください。
6 各学校に配付されている「人権学習ワークシート集Ⅲ（高校編第12集）」、「人権学習

ワークシート集Ⅳ（高校編第13集）」及び「人権学習ワークシート集Ⅴ（高校編第14集）」
に、他のワークシートとその活用例を多数掲載しています。併せて御活用ください。

■■ はじめに ■■

■■ワークシート集の活用の仕方について■■

◆◆◆学習を進めるに当たって◆◆◆
● 一人ひとりの生徒が話し合いなどに参加しやすい雰囲気を作りましょう。
● 生徒が、他の人の考え方を尊重しながら、意見や考えの違いを認め合えるよう

にしましょう。他の人を傷つけるような言動があったときは、その学習の時間内
で問題点を指摘し、適切に指導しましょう。

● 生徒が、ワークシートに書いた内容を他の人に見せたくない場合や、話したく
ない場合などには、個々の生徒の意志を尊重しましょう。

● 学習の前に、ワークシートへの記入は書ける範囲とし、全部を記入する必要は
ないことを確認しましょう。
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学校教育における人権教育の在り方について
各学校が人権教育に取り組む際、人権に関わる概念や人権教育がめざすものを明確に

し、教職員が十分理解した上で、組織的・計画的に取組を進めることが大切です。
平成20年３月に文部科学省が公表した「人権教育の指導方法等の在り方について [第三

次とりまとめ]」において、人権教育の目標は次のように示されています。

また、 [自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること] ができるということが、
態度や行動にまで現れるようにするために、各学校において、教育活動全体を通じて、例
えば次のような力や技能などを総合的にバランスよく培うことが求められています。

このような力や技能を培い、生徒の人権感覚を健全にはぐくむために人権が尊重され
る「学習活動づくり」、「人間関係づくり」、「環境づくり」が一体となった学校全体として
の取組が必要です。

また、各学校が組織的・計画的に人権教育を推進するためには、人権教育全体計画を
作成することが有効です。「高等学校の全体計画例」（P. 86）を参考にしてください。

一人一人の児童生徒がその発達段階に応じ、人権の意義・内容や重要性につ
いて理解し、[自分の大切さとともに他の人の大切さを認めること] ができる
ようになり、それが様々な場面や状況下での具体的な態度や行動に現れるととも
に、人権が尊重される社会づくりに向けた行動につながるようにすること

① 他の人の立場に立ってその人に必要なことやその人の考えや気持ちなど
がわかるような想像力、共感的に理解する力

② 考えや気持ちを適切かつ豊かに表現し、また、的確に理解することができ
るような、伝え合い、わかり合うためのコミュニケーションの能力やその
ための技能

③ 自分の要求を一方的に主張するのではなく建設的な手法により他の人と
の人間関係を調整する能力及び自他の要求を共に満たせる解決方法を見
いだしてそれを実現させる能力やそのための技能

■■学校教育における人権教育推進のために■■
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（１）詩を読んで感じたことを書きましょう。

（２）作者のいう「すばらしいこと」とはどのようなことでしょうか。

（３）（１）、（２）についてグルーブでの意見交換を通して、気づいたことや考えたことを書
きましょう。

（４）作者が「ノミがノミだった」ことを「すばらしいこと」といっているように、あなた
は「自分が自分だった」ことを「すばらしいこと」と思えますか。

（１）「自分が自分だった」こと＝「自分らしさ」を表す言葉を、長所・短所問わず書き出
してみましょう。

1 短所を長所に変えよう

ワーク１

ワーク2

ノ
ミ

ま
ど
・
み
ち
お

す
ば
ら
し
い
こ
と
が

あ
る
も
ん
だ

ノ
ミ
が

ノ
ミ
だ
っ
た
と
は

ゾ
ウ
で
は
な
か
っ
た
と
は

「いわずにおれない」 著者 まど・みちお　集英社（平成17年12月）より

（　　）はい　　（　　）どちらともいえない・よく分からない　　（　　）いいえ
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（２）（１）で挙げた言葉を参考にして、自分が短所だと思っていることを３つ、次の表の
短所①～③に記入しましょう。

（３）グループ内で（２）の表を回覧して、他の人の短所を逆転の発想で長所にしましょ
う（文章になっても構いません）。また、励ましのメッセージも考えてみましょう。

（４）他の人に考えてもらった長所を見て感じたことを書きましょう。

（５）短所を長所にとらえ直すという作業を通して感じたことを書きましょう。

もう一度詩を読んで、感じたことを書きましょう。

ワーク3

名　前

名　前

名　前

名　前 短所① 短所② 短所③

長
　
所

⇩ ⇩ ⇩ 励ましの
メッセージ
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人権教育の基本として大切なことは、自他の人権を認め尊重することである。つまり、
自分自身の人権を尊重するとともに、他者の人権を尊重することである。

他者の人権を尊重するためには、他者を認め受け入れることが必要となる。そして他
者を認め受け入れるためには、自分自身を受け入れ認めることが大切である。人は自己
受容することではじめて他者を受容できるようになれる。

このワークでは自己受容の方法として、「自分らしさ」とは何かを考え、長所・短所を含
めた「自分らしさ」に目を向ける。しかし短所は自分では気づかなかったり、素直に受け入
れられなかったりすることも多い。そこで他者に自分の短所を長所に捉え直してもらう作
業（リフレーミング）を行い、他者に認めてもらったり、ほめてもらったりすることで自己
肯定感を高め、改めて「自分らしさ」と向き合い、自己を認める意識を育てたい。

展開例（50 分　３～４人のグループを作る）

解説 1 短所を長所に変えよう

1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　ワーク１　　　　　　　　（12 分）

① 詩を鑑賞する。

② 詩を読んで感じたことを書く。（１）
③ 作者のいう「すばらしいこと」とは

何だと思うかを書く。　　　（２）
④ （１）、（２）についてグループで

話し合い、気づいたことや考えた
ことを書く。 （３）

⑤ 「ノミ」を「自分」に置き換えてみ
る。「すばらしいこと」と思えるか
どうかを考える。 （４）

２　ワーク２ （30 分）
①「自分らしさ」を表すことばを長所･

短所問わず書き出していく。　（１）

指導上の留意点

○ 授業者が一度朗読して終わるのでなく、生徒
が朗読したり黙読したりして、詩にこめられた
作者の想いへの理解を深めるよう促す。

○ 必要に応じてノミの形状や生態について補
足説明をする。

○ 他の人の意見を共感的に受け止めるように
するなど、互いの意見を尊重するよう促す。

○ 詩の「ノミ」を「自分」に置き換えて読み、そ
の際、「ゾウ」には「自分」とは対極の人やその
状況にある人などを自由に入れて考えてもよ
いと伝える。

○ できるだけ多く考えてみるように伝える。



（１）自己受容
自分を受け入れること、自分を肯定的に捉えることを自己受容という。このワークで

は、自分を無理に受け入れるということではなく、むしろ現在の自分を見つめて、自分
はこういう人間だということを認識することの大切さについて考えさせたい。自分とい
う人間への認識を高めることによって、他者に対する認識も深め、一方的な思い込みや
偏見をなくし、他者受容への大きな一歩とすることをねらいとしている。

（２）詩「ノミ」について
詩人まど・みちおの作品には「生きものがその生きものであることを喜んでる」という

詩が多く、この視点は自己受容に欠かせないものであると考える。「ノミ」という詩につ
いて、まど・みちおは次のように語っている。

6

3　解説

②（１）で挙げた言葉を参考にして、
自分が短所だと思っていること
を３つ書き出す。　　　　（２）

③ グループでワークシートを回覧
し、記入された短所について、視
点を変え肯定的に捉えて長所と
して記入する。同時に励ましのメ
ッセージを記入する。 （３）

④ グループで順番にワークシート
を回し、③を繰り返す。　　（３）

⑤ 人に考えてもらった長所を見て
感じたことを書く。　　　（４）

⑥ ワーク２を通して感じたことを
書く。　　　　　　　　　（５）

３　ワーク３　　　　　　　（８分）
① もう一度冒頭の詩を読み、感じ

たことを書く。
② まとめを聞く。

○ 表はグループで回覧するので、短所は他の人
が知ってもよいものを書くように伝える。

○ 授業者が資料のリフレーミング辞書を参考
にし、例を２つ程度紹介する。

○ 他者からの励まし、他者に認められることは
自己を認めることにとても大切な経験となる
ため、励ましのメッセージは短くてもよいの
で、必ず書くように促す。

○ 人権の尊重には、自分を認めることも他者を
認めることも、どちらも大切であることを説明
する。
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自然がやってくださることはものすごく大きいことだという事実を、非常に短い
言葉で簡単に言っとるだけなんだけれど、その事実が私には限りなく魅力的に見え
る。あの世行きが近くなってからは、なおさらに。

この世の中には生きものがごまんといますが、みんなそれぞれに違っている。もし
同じだったらつまらないし、なんの進歩も発展もないでしょう？違うから、素晴らし
いんですよね。人間だってそうで、肌の色や髪の色が違うから、いい。同じ日本人で
も十人十色、百人百色で、一人ひとり顔や考え方が違ってるに決まってるし、だから
こそ価値がある。お互いに補い合い、助け合うこともできる。それなのに今はみんな、
人マネごっこばっかりやっとる。人と自分を比べては一喜一憂したりもする。それは
本当に滑稽で悲しい、そして何より、もったいないことだと思います。
（中略）人と自分を比べて自分のほうが偉いように思ったり、逆にダメなように感

じて人をうらやんだり、人のマネをしたりするのは、一生懸命でない証拠なんじゃな
いかなぁ。小さな子どもは遊ぶとき、それに没頭して無心で遊びます。あんなふうに、
自分の目の前のことに一生懸命取り組んでおれば、つまらんこと考えとる暇はない
と思うんです。一生懸命になるっちゅうことは、自分が自分になること。一生懸命に
なれば、一人ひとりの違いが際だつ。いのちの個性が輝き始める……。自分が自分で
あること、自分として生かされていることを、もっともっと喜んでほしい。それは、
何にもまして素晴らしいことなんですから。

作者のいう「自分が自分であることを喜ぶ」という考え方に気づくためにこの詩を鑑賞さ
せる。詩の内容に共感できない、自分が自分であることを喜べない生徒もいるかもしれな
いが、そういう「自分」も含めて、この詩をきっかけに「自分」という人間を振り返ること
を目的としている。

（３）短所を長所に捉え直す（グループワーク）
「自分らしさ」を表す言葉には短所が含まれることがあり、それらはなかなか自分では

受け入れにくいものもある。このワークでは、短所を他者に紹介することで一度自分を
客観的に見てみる。そしてグループワークを通して他者も同じように短所だと思ってい
る部分があるということを気づくきっかけとする。さらに「自分らしさ」を受け入れるた
めに短所を長所に捉え直す作業をする。自分の短所を自分で捉え直すのではなく、他の
人に捉え直してもらい、励ましのメッセージとともに「他者に認められる」ことは、自己
肯定感を高める経験となる。また、他者の短所を長所に捉え直すことは、多角的に「他者
を理解する」という経験になる。これらの活動を通して、自分を認めるとともに他者を認
めるという人権の尊重の大切さを感じるように促したい。

「いわずにおれない」 著者 まど・みちお　集英社（平成17年12月）より
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「みんなでリフレーミング」 中里 寛、「エンカウンターで学級が変わる中学校編３」 監修 國分康孝　図書文化（平成11年11月）より

■ 資料 リフレーミング辞書
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（４）ワークの流れ（参考）

〈引用文献〉
「いわずにおれない」 著者 まど・みちお　集英社（平成17年12月）
「みんなでリフレーミング」中里 寛、「エンカウンターで学級が変わる中学校編３」監修 國分康孝　図書文化（平成11年11月）

↓ ↓

段階 内　　容

① 「自分らしさ」とは何かを考える。

② 「自分らしさ」を人に伝える・見てもらう。

③ 「自分らしさ」を前向きに捉え直す。

④ 自分を受け入れられる＝自己受容

⑤ 「他者らしさ」を見ることができる。

⑥
「他者らしさ」を前向きに捉え直して
受け入れる。

⑦ 他者を受け入れられる＝他者受容

自分を受け入れられない。

様々な経験をしていく中で自分と向き
合い、自信を持つ。

自分を受け入れられる＝自己受容

「他者らしさ」を見ることができる。

⑧
「他者らしさ」を前向きに捉え直して受
け入れる。

⑨ 他者を受け入れられる＝他者受容
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次のような行動をとったことがあるか、チェックしてみましょう。

資料を読み、自分の考えを書きましょう。

2「いじめ」をなくすために

ワーク1

ワーク2

1.　友だちがからかわれているのを見て、おもしろがって笑ったことがある。
（ はい ・ いいえ ）

2.　友だちが誰かをからかっているのを見て、からかいに加わったことがある。
（ はい ・ いいえ ）

3.　インターネット上での悪口の書き込みに便乗して、自分も書きこんだことがある。　　　　　　
（ はい ・ いいえ ）

4.　誰かを仲間はずれや無視するよう誘われ、いじめる側に加わったことがある。
（ はい ・ いいえ ）

5.　SNS 等を通じて、誰かをみんなで無視をしたことがある。（ はい ・ いいえ ）

1.　（暴言を吐かれた）私
→ 私がつらかったのはどのようなことでしょうか。

2.　（男の子の暴言に対して笑った）クラスの友だち
→ どのような気持ちで笑ったと思いますか。また、笑ったことについてあなたは

どう思いますか。

3. 同級生の女の子
→ どのような気持ちで行動したと思いますか。
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もし、自分が資料の場面にいたら、どのような行動をしていたと思いますか。自分の
考えに近いものに○をつけてみましょう。　

「いじめをただ見ている人」や「いじめに加担している人（いじめる側に加わっている
人）」は、どのような気持ちでそのような態度をとっていると思いますか。グループで話
し合いましょう。

自分が友だちをいじめているつもりがなくても、結果的には、自分の行動がいじめに
加担し、いじめをエスカレートさせている可能性があります。次の点について考えてみ
ましょう。

（１）「いじめをただ見ている人」あるいは「いじめに加担している人」にならないために、
どのようなことを心がけていくべきか、自分の考えを書きましょう。

ワーク3

ワーク4

ワーク5

1. 「同級生の女の子」のように、「私」をかばう行動をとる。　　　　（　　　　）
2. 見ているだけで自分では何も行動しない。　　　　　　　　　　　（　　　　）
3. おもしろがって一緒に笑ってしまう。　　　　　　　　　　　　　（　　　　）
4. 自分も一緒になってからかいに加わってしまう。　　　　　　　　（　　　　）
5. その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　　　　）

（具体的に：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）

「いじめをただ見ている人」

「いじめに加担している人」
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（２）クラスや部活動などの自分の所属する集団の中で、いじめを許さない雰囲気をつ
くるために、なにが必要か考えて書きましょう。

ワーク５で記入したことをグループで意見交換し、その結果をまとめましょう。また、
グループでまとめた内容を発表しましょう。

ワーク6



13

■ 資料

いじめを見ている君へ
できる方法で助けてあげて

スポーツジャーナリスト　増田明美

いじめられている人をみたら、勇気を持って助けてあげてください。い
じめられている人が一番悲しいのは、自分を助けずに、ただ見ている人の
眼です。その眼は、いじめられている人の心の中いっぱいに広がり、深い
悲しみの川の中へ沈めてしまうのです。 
私は小４のころ、背が低くてぽっちゃりしていました。ある日、先生か
ら作文をほめられ、気をよくしていると、突然クラスの男の子から「ちび
デブ」という大きな声が。心につきささり、はずかしくて泣いてしまいま
した。しーんと静まり返った教室に、小さな笑い声が起こり、心が凍りつ
きました。それは、ののしる声以上につらかった。
その時、同級生の女の子が「おおデブ！」とクラス中に響き渡る声ととも
に、その男の子をにらみました。特に親友というわけでもない女の子のひ
と言はすごくうれしかった。心の中にやわらかな日がさしたような気持ち
になりました。 
その男の子はそれから、その子のことも、ののしるようになりました。で
も彼女はぜんぜん気にしない。そんな彼女を見て私は強くなれたような気
がします。あのひと言がなければ、私は悲しい静かな空気の中でおぼれて
いたと思います。 
もしも川を流されている人に気づいたらあなたはどうしますか。助けに
行くと自分もおぼれてしまう。飛び込むことができなくても、周りの人に
聞こえるように大きな声で助けを求めたり、「大丈夫」と声をかけながら川
岸を走ったりすることはできるはずです。 
いじめられている人をみたら、もしも自分だったら、と想像してみてく
ださい。そして自分ができる方法で助けてあげてください。

「完全版　いじめられている君へ　いじめている君へ　いじめを見ている君へ」 著者 増田明美
朝日新聞社 （平成24年9月）より
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自分がいじめに関与していないつもりでも、いじめを傍観したり、いじめに加担する
ような行動が、いじめをエスカレートさせたり、いじめられている友だちを深く傷つけ
ることにつながることを理解させる。

集団の中でいじめが起こった時に、いじめられる人にとっては、傍観している人も、加害者
と同じであると思えることを認識させるとともに、いじめを傍観している人たちがいじめを許
さない立場に立つことの重要性を理解させ、適切な行動をとることができるようにする。

展開例（50 分　３～４人のグループを作る）

解説 2 「いじめ」をなくすために
1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　ワーク１　　　　　　　　（2 分）

① 自分がいじめに加担するような
行動をとったことがないか振り
返る。

２　ワーク２ （12 分）
① 資料を読み、いじめられる立場、い

じめに加担している立場、いじめ
を許さない立場、それぞれの気持
ちについて考える。

② 記入した結果について、グループ
内で意見交換する。

3　ワーク3 （6 分）
① ワーク３では、自分が資料の場面

にいた場合、自分ならどの立場に
なると思うかについて考える。

指導上の留意点

○ 各項目を具体的にチェックすることにより、
いじめが行われている状況に対して、自分が加
担したことがあるかを確認できるようにする。

○ これらの項目に「はい」と答えた人は、いじめ
の加害者になっていることを伝え、自分がいじ
めをしたつもりはなくても、知らず知らずのう
ちに、加害者になることに気付かせる。

○ いじめに関して周囲の人が、無関心であった
り、同調したりする雰囲気がある場合、被害者
の傷はさらに深まること、また、いじめに立ち
向かってくれる人がいることで救われること
を伝える。

○ 自分自身について振り返りながら、自分なら
どのような行動をとるか考えさせる。

○ クラスでたった一人「私」をかばった友人の態
度を取り上げるものであって、「おおデブ」という
言葉を正当化するものではないことを伝える。



文部科学省の「学校におけるいじめ問題に関する基本的認識と取組のポイント」（以下、取組
のポイント）において、「いじめ問題に関する基本的認識」の一つとして次の点を挙げている。
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４　ワーク4 （10 分）
① ワーク３の意見をふまえて、「い

じめの傍観者」「いじめに加担す
る者」の気持ちについてグルー
プでまとめる。

② まとめた内容をグループごとに
発表する。

５　ワーク５　　　　　　　　（10分）
① いじめに加担しないためにはど

のようにしたらよいかを考える。
（１）

② 集団全体が、いじめを生み出さ
ない雰囲気をつくっていくため
にはどのようにしたらよいかに
ついて、自分の考えを記入する。

（２）

６　ワーク６ （10分）
① ワーク５で記入した内容につい

てグループで意見交換し、考え
をまとめる。

② まとめた内容をグループごとに
発表する。

○ 「いじめの傍観者」「いじめに加担する者」は、
なぜそのような行動をとってしまうのかについ
て、具体的に話し合うように促す。

○ 全体で意見を共有させた後、どのような理由
であっても、いじめにおいて、「傍観者」、「加担
する者」の立場に立つことは、被害者にとって
は加害者ではないかと投げかける。

○ 自分はいじめをしているつもりはなくても、
自分のとる行動によっては、いじめをエスカレ
ートさせる結果になることを伝える。

○ 普段からどのようなことを心がけておけば
よいか、具体的な行動を考えるように伝える。

○ グループから出された意見をふまえて、いじ
めを起こさない・エスカレートさせないため
に必要なことを理解させ、いじめは絶対に許し
てはいけないという態度を培う。

○ いじめる立場の人間だけでなく、いじめを傍観
したり加担したりする立場であっても許されない
ことを伝え、一人ひとりがそのような認識に立っ
て行動することによって、集団の中にいじめを許
さない環境を作ることができることを強調する。

3　解説

「弱いものをいじめることは人間として絶対に許されない」との強い認識を持つこと。 
どのような社会にあっても、いじめは許されない、いじめる側が悪いという明快な
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つまり、いじめは、いじめる立場の人間だけでなく、いじめに加担したり傍観したり
する立場であっても許されないこととして認識させるべきである。また、その上で、一
人ひとりがそのような認識をもち行動することによって、集団の中にいじめを許さない
環境を作ることができることを理解させたい。

そこで、このワークでは、主に「いじめを見ている立場」、「いじめに加担する立場」に
焦点をあて、集団において、一人ひとりがいじめに対してどうするべきかについて考え
させていきたい。
ワーク１の５項目のうち１～４については、「平成26年度『児童生徒の問題行動等生徒指

導上の諸問題に関する調査』について」の「いじめの態様」で上位に挙がっている項目をも
とに作成した。また、スマートフォンの普及に伴い、SNS を通してのいじめ、仲間外れな
どの行動が増えていることから、５の質問を加えた。このワークでは、生徒が自分の行動
の振り返りをしたところで、自分がいじめを始めていなくても、知らず知らずのうちに、加
害者になっている可能性があることを認識させたい。
資料は、クラスで、ある男の子に暴言を吐かれた「私」が、周りの友だちに笑われたこ

とでさらに傷ついた話である。このワークを通して、いじめに関して周囲の人が、無関
心であったり、同調したりする雰囲気がある場合、被害者の傷はさらに深まること、い
じめに立ち向かってくれる人がいることで救われることに気付かせたい。
ワーク３は、ワーク５につながる質問である。
ワーク４は「いじめの傍観者」、「いじめに加担する者」に焦点を絞って、なぜそのよ

うな行動をとってしまうのかについて、グループで具体的に話し合いをさせたい。ここ
では、生徒が次のようなことを記入することが予想される。
「いじめをただ見ている人」
・そのいじめに関わりたくないから　
・かばったりしたら今度は自分もいじめられそうだから
・仲の良い友だちでなかったらかばわないから　
・起きているいじめそのものに関心がないから
・いけないと思ってもどう行動してよいかわからないから　等
「いじめに加担している人」
・おもしろそうだったら、いじめに加わってしまうかもしれないから　
・一緒にやらないと、自分がいじめられてしまうかもしれないから
・ただふざけ合っているだけだったら別にいいと思うから　等

意見交換がある程度進んだところで、全体で意見を共有し、その上で、どのような理
由であっても、いじめにおいて、「傍観者」、「加担する者」の立場に立つことは、被害者
にとっては加害者と同等であるということを生徒に十分に認識させる。

一事を毅然とした態度で行きわたらせる必要がある。いじめは子どもの成長にとって
必要な場合もあるという考えは認められない。また、いじめをはやし立てたり、傍観
したりする行為もいじめる行為と同様に許されない。
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ワーク５・６では、いじめを起こさない・エスカレートさせないために、次の点につ
いて確認し、いじめを絶対に許してはいけないという態度を培うことが大切である。
・一人ひとりが他者の存在を大切にすることが重要であること
・自分が軽い気持ちで「ふざけている」「からかっている」つもりでも、相手の心を深く

傷つけている可能性があることを十分に心に留め、常に自分の言動が他者を傷つけて
いないか意識することが大切であること

・自分がいじめを見ている立場の時に、「自分には関係ない」と無関心であることも問題
であり、やめさせるよう全員が行動できることが重要であること

・いじめを始めた人に加担することは、いじめを深刻化させることにつながるという認
識に立って、絶対にそのような行動をとってはならないこと

・相手に対して、悪意なくからかったりふざけ合ったりしていたつもりでも、相手が傷
ついていた場合には、自分が相手の気持ちを理解していなかったことを反省し、誠意
をもって謝罪すべきであること

国立教育政策研究所の「生徒指導リーフ　いじめの理解　Leaf. ７」には、いじめにつ
いて「特定の“いじめっ子”や“いじめられっ子”だけの問題ではなく、どの児童生徒も
被害者にはもちろん、加害者になり得るという『事実』を正しく理解することが大切」で
あることが述べられている。

いじめにおいては、「いじめる立場」「いじめられる立場」に焦点があたりがちであるが、
実際には「いじめを見ている立場」の生徒たちがどう行動するかということが、「いじめる
立場」、「いじめられる立場」の生徒、そしていじめそのものに大きな影響を与える。

また、文部科学省の「取組のポイント」における「いじめを許さない学級経営等」の中
では、次のように記述されている。

このワークシートを授業で活用するにあたっては、授業者がクラスの状況を十分に把握
し、かつ、授業者自身がいじめの根本的な問題をしっかりと理解した上で指導する必要があ
る。また、授業の中で、生徒の不適切な発言があった場合には、その都度指導するとともに、
指導する側も不用意な発言のないよう十分留意することが重要である。

〈引用文献〉

児童生徒の成長にとって必要な場合もあるといった考えは認められないものであ
り、個々の教師がいじめの問題の重大性を正しく認識し、危機意識を持って取り組ま
なければならないこと。
また、教師の何気ない言動が児童生徒に大きな影響力を持つことに十分留意し、い
やしくも、教職員自身が児童生徒を傷つけたり、他の児童生徒によるいじめを助長し
たりすることがないよう留意すること。

「完全版　いじめられている君へ　いじめている君へ　いじめを見ている君へ」 著者 増田明美　朝日新聞社 （平成24年9月）
「生徒指導リーフ　いじめの理解　Leaf.７」 文部科学省国立教育政策研究所生徒指導・進路指導研究センター（平成24年9月）
「学校におけるいじめ問題に関する基本的認識と取組のポイント」文部科学省ウェブサイト
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事例 1・2を読んで考えましょう。

3「デートDV」について考えよう

ワーク1
※ここでは、交際相手からの暴力を「デートDV」とします。

〈事例１〉Ａ太とＢ子の場合
僕（Ａ太）がＢ子とつき合いはじめたのは今年の夏休み。つき合いはじめてから半年が経

つけど、お互いに好きっていう気持ちに変わりはないし、いつでも一緒にいたいって感じ。
だから、暇さえあれば、いろんなところへ出かけてデートを楽しんでいるんだ。

でも、ちょっと気になることがひとつ…。デートでお茶したりご飯を食べたりする時、自
分が払うことが多くなってきたんだ。つき合いはじめた頃は、おごった方がかっこいいか
な、なんて思って自分から払ったりしていたんだけど、最近はＢ子もおごってもらって当
然、みたいな感じになっているんだ。　

それに、Ｂ子は、かわいいアクセサリーや小物が大好きで、ショッピングで気に入ったも
のを見つけると僕にプレゼントしてもらいたがるんだよね。自分がプレゼントしたものを身
につけてくれるのは嬉しいし、Ｂ子がすごく喜んでくれるからつい買っちゃうんだけど…。

バイト代の大半がおごったり、プレゼント代に消えてしまう感じで、正直言って負
担…。だからといってＢ子を好きって気持ちは変わらないし、金銭的に負担に思って
いることも、Ｂ子に言う気にはなれないんだ。

〈事例2〉Ｃ子とＤ先輩の場合
私（C子）の彼、Ｄ先輩はとっても素敵で、学校中の女の子たちにとってあこがれの存在。

そんなＤ先輩に告白されて自分でもびっくり。もちろんすぐにOKしてつき合いはじめた
の。誰にも優しいＤ先輩だけど、私にもとっても優しくしてくれる。いつでも私のことを
気にかけてくれていて、会えない時には、「Ｃ子の声が聴きたい」と言って必ず電話をくれ
るし、学校で会えた日でも毎晩、お互いにメールをしてる。

でも、あることがきっかけで急にＤ先輩からの束縛がすごくなってきた。夏休みに入っ
てバイトがとても忙しくなっちゃって、電話に出られなかったり、家に帰って疲れて返信
しないまま寝てしまったことが続いたことがあったの。そのことが、Ｄ先輩を怒らせてし
まったみたい…。ある時、バイトが終わって店を出ると、Ｄ先輩が私のことを待っていた
の。そして私を見るなり、「なんで電話しないんだよ！彼氏から電話があったらすぐに出る
のが普通だろ。メールも返さないし…」って。今まで見たことのないような怖い顔だった
ので、急に不安になっちゃって慌てて謝ったの。でも許してもらえなくて、その日以来、電
話とメールは、すぐに返さないと必ず責められるし、会えば、私の携帯電話の着信・発信
履歴やメールを必ずチェックされる…。私だって、Ｄ先輩はもてるし、私と会ってない時
に、他の女の子と遊んでるんじゃないかって不安に思うことがあるから、先輩の気持ちも
わからなくはないけど、でも、人の携帯電話までチェックするってどうなの！？

そう思うけど、Ｄ先輩に嫌われたくないし、私のことを一番に思ってくれているからそう
してるんだって思うと、「携帯電話をチェックされるのはいや」ってなかなか言えない…。
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２つの事例は「デート DV」だと思いますか。自分の考えを書きましょう。またなぜそ
う思う（思わない）のか、その理由についても書きましょう。

ワーク１のどちらかの事例を選び、次の点についてグループで話し合いましょう。

【自分のグループが選んだ事例に○をしましょう。　〈 事例 １・２ 〉】

ワーク2

1. 「Ｂ子」や「Ｄ先輩」が相手に対してそのような態度をとるのはなぜでしょうか。

2.　「Ａ太」や「Ｃ子」が嫌だと思っていても自分の気持ちを言えずにいるのはなぜで
しょうか。

3.　その行為をやめてほしいということをわかってもらうために、どのように伝え
たらよいか、セリフを考えてみましょう。また、伝えるにはどのような方法が
あるか、考えてみましょう。

4.　相手に自分の気持ちを伝えても、状況が変わらない場合には、どのような解決方
法があるか、考えてみましょう。
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交際相手から次のような行為があった場合、あなたはどのように受けとめますか。あ
てはまるものに〇をつけましょう。

【 ア：暴力だと思う　イ：どちらともいえない　ウ：暴力だと思わない 】

＊「ア：暴力だと思う」に〇をつけた項目は何項目ありましたか？【　　　　　項目】

ワーク３の行為やそれ以外に交際相手にされたくない行為について、グループで話し
合ってみましょう。

ワーク3

ワーク4

1. たたいたり、けったりする。 ア ・　イ ・　ウ

2. 物を投げつける。 ア ・　イ ・　ウ

3. バカにしたり、傷つく言葉を言う。 ア ・　イ ・　ウ

4. 大声でどなる。 ア ・　イ ・　ウ

5. メールのチェックをする。 ア ・　イ ・　ウ

6. 友達づきあいを制限する。 ア ・　イ ・　ウ

7. 性的な行為を無理やりする。 ア ・　イ ・　ウ

8. デートの費用やお金を無理やり出させる。 ア ・　イ ・　ウ
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交際相手からの暴力（いわゆる「デート DV」）における「暴力行為」には、「身体的暴力」
だけでなく、「精神的暴力」、「行動の制限」、「性的暴力」、「経済的暴力」があることを理解
させる。交際において「暴力」が生じた場合の対処法、交際相手からの暴力についての認識
のちがいをグループで話し合う活動を通して、自分を大切にし、相手のことも思いやる
ことのできる対等な関係でいることの大切さを考えさせたい。

展開例（50 分　３～４人のグループを作る）

解説 3 「デートDV」について考えよう
1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　ワーク１　　　　　　　（10 分）

① 事例を読み、それぞれの事例が
「デート DV」であると思うかど
うかについて自分の考えを記入
する。どうしてそのように思う
のか、その理由についても記入
する。　　　　　　　　　

２　ワーク2　　　　　　　（15 分）
① 各グループで、どちらかの事例

を選ぶ。
② 選んだ事例の１～４の問いにつ

いてグループで話し合い、その
内容をまとめて書く。

３　ワーク3　　　　　　　（20 分）
① ８つの項目について「暴力」である

と思うかどうかについてチェッ
クし、「デートDV」における「暴
力」の内容について考える。また、
いくつチェックしたかも書く。

指導上の留意点

○ 時間に余裕があれば、いくつかの意見を発表さ
せ、それぞれの考え方を全体で共有してもよい。

○ 事例に書かれた情報をもとに、どのような場
面や方法、言い方で相手に伝えるとよいかを具
体的に考えるよう促す。

○ 他の人の意見を共感的に受け止めるように
するなど、互いの意見は尊重するよう促す。



（１）ワーク１について
生徒にとって、交際相手からの「暴力」＝身体的暴力のイメージが強いことから、ワーク
１では「身体的暴力」でない事例を取り上げた。横浜市市民活力推進局の「デート DV につ
いての意識・実態調査」によれば、特に、「デートの費用やお金を無理やり出させる」、「メ
ールのチェックや友達づきあいを制限する」という行為について、「身体的暴力」や「性的暴
力」と比べて、暴力としての認識が低いという結果になっている。そこで、事例は「経済的
暴力」と「行動の制限」に関わる事例を取り上げた。

（２）ワーク２について
事例を通して、被害者や加害者がどうしてそのような状況に陥るのかについて考えた上

で、被害者側になった場合には、我慢するのではなく、まず、相手に対して自分の気持ち
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４　ワーク4
① 交際相手にされたくない行為の

内容についてグループで話し合
い、その内容をまとめて書く。

② いくつかのグループが発表し、
全体で共有する。

５　まとめ （５分）
① まとめを聞く。

○ 各グループの話し合いの様子を把握しておき、
内容が深まっているグループに発表を促す。

○ 解説等を参考にし、発表内容もふまえ、次の
ような観点でまとめる。
・ たとえ交際している関係であっても、相手

の人権を侵害するような行為があってはな
らない。

・ 「デートDV」における「暴力行為」には、「身
体的暴力」だけでなく、「精神的暴力」、「行動
の制限」、「性的暴力」、「経済的暴力」がある。

・ ワーク３で提示されたような暴力が、項目に
よっては「暴力」として認識されていないことが
あるので、このような行為を「暴力」として認識
することが「デートDV」の防止に重要である。

・ 「デートDV」の状態に陥り、自分で解決でき
ない場合にはそのままにせず、周囲に相談する
などの解決方法をとっていくことが重要である。

3　解説



をきちんと伝えていくことが重要であることや、自分で解決できない場合には、身近な人
や相談機関に相談することが大切であることを認識できるようにする。

（３）ワーク３について
ワーク３では、提示されている暴力行為について、生徒自身に自分の認識を確認させる。

その結果を全体で共有すれば、人によって認識に差が出ることが想定される。暴力の認識
が低いと「デートDV」の加害者にも被害者にもなりうることや、「デートDV」から抜け出
せない状況に陥りやすいことを理解させるとともに、暴力の内容について十分に認識する
ことが、「デートDV」の予防につながることを理解させたい。

高校生は、交際する機会が増える時期であり、その中で、「デートDV」に陥る可能性も十分
に考えられる。なるべく早い段階で、生徒の暴力に対する規範意識を高めるとともに、「デー
トDV」に陥った場合に対処する方法を理解し、解決に向けて行動できる力を培うことはもち
ろんのこと、「デートDV」の被害者・加害者にならないよう、それぞれの心情などを深く理
解するような授業を実践し、予防ができるよう啓発していくことが重要である。
「デートDV」を受けていることを本人から相談された場合は、自分（友人、家族、教職

員等）は本人とつながるキーパーソンとなることを認識し、次に示す「被害者へのメッセ
ージ」を参考にし、適切に対応することも取り上げたい。また、相談を受けた側、特に担
任の教職員や、友人にあたる生徒等が全て一人で抱え込んでしまうことのないよう、学
校は組織的に対応し、日頃から専門機関と連携してサポートを行う体制作りを心掛けて
おくことが重要である。

〈参考資料〉
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＊＊＊ もしかしてデートDV？と思ったら… ＊＊＊
◇あなたは悪くないよ。（自分をせめないで。）
◇自分の気持ちを大切にしよう。（相手に「いやだ」と伝えることは大切だよ。）
◇あなたはひとりぼっちじゃないよ。（きっとわかってくれる人がいるよ。自分の気持
ちをだれかに話してみよう。）

「デートDVについての意識・実態調査報告書」 横浜市市民活力推進局男女共同参画推進課 （平成20年３月）
「超カンタン　デートDVの基礎知識」 かなテラス（神奈川県立かながわ男女共同参画センター）、
認定特定非営利活動法人エンパワメントかながわ制作（平成27年7月）

「超カンタン　デートDVの基礎知識」 かなテラス（神奈川県立かながわ男女共同参画センター）、
認定特定非営利活動法人 エンパワメントかながわ制作 （平成27年 7 月）より
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次の体験談を読み、それぞれが何に困っているかを考えましょう。 

（１）Ａさんが普段の生活で何に困っているか、考えつく限り挙げてみましょう。

（２）Ａさんの感じている嫌な思いや苦しい思い、実際に困っていることを少しでもなく
すためには、どういうことが必要でしょうか。

4 困っている人に寄り添おう

ワーク1

Ａさんの体験談
Ａさんは幼いころに事故に遭い、その後遺症で両足が不自由になり車椅子で生活し

ています。現在は自宅から２駅離れたところにある高校に、電車を利用して通ってい
ます。階段の上り下りや段差のあるところでは一人で移動することができず、電車を
乗り降りする時も、必ず駅員さんの助けを借りています。

ある日、ホームから改札口へ行く時に、いつものようにエレベーターを利用しようと
したところ、大きなスポーツバッグを持った他校の生徒たちが何人もエレベーターの前
に並んでいました。Ａさんは特に急いでいたわけではありませんでしたが、なかなかエ
レベーターに乗ることができず困っていました。また、まわりの人たちが迷惑そうな顔
をしながらＡさんをよけて歩いているような気がして、申し訳ない気持ちになりました。

Bさんの体験談
Ｂさんは、小さいころから会話によるコミュニケーションが苦手で、音声のみで

伝えられたことをうまく理解できません。聞こえていないわけではなく、声は伝わ
っているのですが、内容を理解することができないのです。一度インプットされた
予定や物事を変更することは難しく、急な予定変更等があった場合は、自分がどう
すればいいのか、いつも分からなくなります。今、何をする時間なのかがはっきり
していないと不安になり、そわそわと落ち着きがなくなってしまいます。

また、Ｂさんは人と話していても急にその場にそぐわないことを言ってしまいま
す。興味のあることには夢中になり、自分の知っていることや話したいことを次々
としゃべるのですが、興味のないことには全く無関心です。本人に悪気はないので
すが、そういう態度をとってしまうため、クラスでは孤立気味です。



25

（３）Bさんが普段の生活で何に困っているか、考えつく限り挙げてみましょう。

（４）Bさんの感じている嫌な思いや苦しい思い、実際に困っていることを少しでもなくす
ためには、どういうことが必要でしょうか。

（１）ワーク１で挙げたことについてグループでの意見交換を通して、気づいたことや
考えたことを書きましょう。

（2）（１）で発表したことをもとに、ＡさんやＢさんのような人たちのために、どのよう
なことに気をつければよいか、グループで意見交換し、その内容をまとめましょう。

今回の学習を通して、学んだことや考えたことを書きましょう。

Ａさんの場合

Ａさんの場合

B さんの場合

B さんの場合

ワーク2

まとめ
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障害のある人々が日常生活でどのようなことに困っているかを考え、相手の立場に立
って物事を考え行動することの大切さを感じるとともに、社会でお互いが気持ちよく生
活するために、一人ひとりがどんなことに気をつける必要があるかについての理解を深
める。

展開例（50 分　３～４人のグループを作る）

解説 4 困っている人に寄り添おう

1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　ワーク１　　　　　　（14 分）

① Ａさんの体験談を読み、Ａさんが日
常生活で感じている困り感や実際
に困っていることを少しでもなく
すためには、どういうことが必要か
について考え書く。　　（１）（２）

② Ｂさんについても同様に行う。
（３）（４）

２　ワーク２　　　　　　　（30 分）
① ワーク１で各自が書いたことにつ

いて、グループ内で発表する。（１）
②（１）で意見交換した内容をもとに、

グループで意見をまとめる。（２）

③ （２）について全体に発表する。

３　まとめ　　　　　　　　（６分）
① 個人で振り返りを行う。

指導上の留意点

○ 他の人の意見を聞いて気づいたことなどは
適宜メモを取るよう促す。

○ 出された意見について、どんな配慮ができるの
か具体的に考えるよう伝える。

○ （１）でメモした他の人の意見で気づいたこと
を発表し合うことも、話し合いに効果的である
ことを伝える。

○ 他の人の意見を共感的に受け止めるように
するなど、互いの意見は尊重するよう促す。

○ グループワークや全体発表等、他の人の意見
を聞くことで自分の中にどのような変化があ
ったかを意識して振り返るよう促す。
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Ａさんの体験談は、身体に障害のある人の日常生活における困り感を想定して作成した
ものである。ここに出てくる「他校の生徒」たちのふるまいは、Ａさんに「エレベーターに
乗れない」という物理的な困難だけでなく、「他の人に自分が邪魔だと思われているのでは
ないか」という精神的なストレスもあたえている。そうでなくても、通勤・通学時間帯の駅
など混雑した場所はストレスになりがちである。

身体に障害があり不自由さを感じている人の立場に立って、そのような人たちの困り
感やストレスを少しでも緩和し、お互いが気持ちよく生活するためには自分たちがどの
ようなふるまいをすべきかを考えさせたい。

Ｂさんの体験談は、会話によるコミュニケーションが苦手な人や、人と話していても急
にその場にそぐわないことを言ってしまう人の困り感を想定して作成した。外部から分か
りやすい障害と比べ、コミュニケーションが苦手な人や、人と話していても急にその場に
そぐわないことを言ってしまう人の感じている困り感は認識しにくいものである。

そういう様々な困り感を持った人がいるかもしれないことを理解し、それをその人の
特性として受け止め、困っている時には手助けをすることが自然にできるような社会づ
くりの重要性について考えさせたい。「そんなこと言わなくても分かるだろう」と一般的
には思われることでも、様々な特性がある人がいるのだということを考えさせ、相手の
気持ちに寄り添い配慮する意識を育みたい。

3　解説
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高齢社会といわれて久しい日本。65 歳以上の高齢者の割合は2035年には３人に１人、
2060年には 2.5 人に１人になると予測されています。

このような中で、誰もが高齢の家族の介護に関わる可能性があります。もし、あなた
が介護者になったらどうしますか。また、高齢で要介護者になり家族の世話を受けるよ
うになったら、どうしますか。

ペアを作って介護者と要介護者の立場を考えてみましょう。 ワークシート（別紙）

（１）介護者と要介護者の両方の立場になって感じたこと、また意見交換をして感じた
ことを書きましょう。

（２）（１）についてグループでの意見交換を通して、気づいたことや考えたことを書きま
しょう。

（１）ワーク１、２を通して、介護者と要介護者の人権を守るためにはどのようなことが
大事だと思いますか。思ったことを書きましょう。

（２）（１）についてグループでの意見交換を通して、気づいたことや考えたことを書きましょう。

5 自分が介護者・要介護者になったら

ワーク1

ワーク2

ワーク3

（1）１回目の自分の役割に○をつけ、その立場における生活へのこだわり（大切にし
ていること）を挙げる。

（2）生活項目に対して自分のこだわりを挙げていく。
（3）ペアで意見を交換する。お互いに相手の欄に交換した意見を書き込んでいく。
（4）役割を交換して（１）～（３）（２回目）を行う。
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■ワークシート（別紙）

１回目 ２回目
介護者 要介護者 介護者 要介護者

自分の役割に
○をつける→

生活への
こだわり

起　床
就　寝

食　事

排　泄

入　浴

身支度

（例）仕事は続けたい

（例）毎日同じ時間
がいい

（例）介護食のサー
ビスを利用してほ
しい

（例）夜はおむつを
利用してほしい

（例）冬場は一日おき
にしてほしい

（例）日々の服装をパ
ターン化してほしい

（例）おしゃれもし
たい

（例）たまには寝坊
したい

（例）手作りのご飯
が食べたい

（例）トイレを利用し
たい

（例）毎日入浴したい

（例）毎日の服装をそ
の日の気分で決めたい

生
　
活
　
項
　
目
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人権の尊重とは自他の人権を正しく理解し、相互に尊重し合うこと。つまり「自分の大切さ
とともに他の人の大切さを認めること」である。自分らしさや、相手のその人らしさを相互に
尊重し合うことが重要である。人権が侵害されるということは、それが否定されることであ
る。介護が必要になったとしても、「その人らしさ」は保たれていなければならない。しかし
要介護者の立場は一般的に受け身であり、介護者の一方的な都合で「その人らしさ」が保た
れなくなることもあるだろう。このワークでは要介護者の立場を考え、要介護者である高齢
者の「その人らしさ」を保つ＝人権を尊重するにはどうしたらよいかを考えさせたい。

その一方で、介護の現場では介護者の身体的・精神的負担も問題になっている。介護
を一人で抱え込むことによって心身ともに疲労し、介護者の人権を損なう恐れもある。
そこで介護者の立場も想像し、介護者・要介護者双方の人権を尊重するにはどうしたら
よいかについて理解を深めさせたい。

展開例（50 分　ペアと３～４人のグループを作る）

解説 5 自分が介護者･要介護者になったら

1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　導入 （3 分）

① 高齢社会の概要を理解する。

２　ワーク1　　　　　　　（23 分）
① ペアで介護者と要介護者の役割

を決める。 （１）
② それぞれの立場で生活へのこだわ

りと、各生活項目へのこだわりを挙
げていく。　　　　　　　　（２）

③ ペアで意見交換をし、相手の意見を
自分のワークシートにそれぞれ書き
込んでいく。 （３）

④ 役割を交換し、②、③を再度行う。（４）

３　ワーク2 （7 分）
① ワーク１を行って感じたことを

書く。　　　　　　　　　（１）

指導上の留意点

○ ワークシート冒頭の説明文や解説（１）を読み上
げるなどし、高齢社会の概要について説明する。

○ こだわりとは「『自分らしさ』を保つために大
切にしていること」であると伝える。現在の自
分のこだわりを参考に、介護者・要介護者にな
ったときに「自分らしさを保つ」ための生活全
般及び各種生活項目へのこだわりを挙げるよ
う伝える。
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（１）高齢化の現状と将来
平成26（2014）年の統計では、日本の65歳以上の高齢者人口は過去最高の3,300 万人（前

年 3,190 万人）となり、高齢化率（総人口に対して65歳以上の高齢者人口が占める割合）も
26.0％（前年 25.1％）と過去最高となった。今後は、総人口が減少を続ける一方で、日本
の65歳以上の高齢者人口は 2060 年には国民の約2.5人に１人になると見込まれている。
このような状況下では家族の介護を経験する可能性は誰にでもあるといえる。

（２）こだわり
「こだわり」→「こだわる」は「ちょっとしたことにとらわれる。拘泥する。元来は良い意味ではな

い。近頃は特別の思い入れがあることも言う」とある。（「岩波国語辞典 第六版」より）
ここでは「こだわり（る）」の良い方の意味に着目し、各個人が「『その人らしさ』を保つた

めに大切にしたいと思うこと」と考え、「こだわり」を持つことをそれぞれの個性と捉えた。
個性は「その人らしさ」であり、これを尊重することが人権を尊重することである。介護者、
要介護者がお互いに「その人らしさ」を尊重するために、個々の「こだわり」を理解し歩み
寄りながら生活することが重要である。

〈引用文献〉「岩波国語辞典　第六版」 岩波書店 （平成16年 2 月）

〈参考資料〉「平成27年度版 高齢社会白書（全体版）」 内閣府ウェブサイト

3　解説

② （１）についてグループ内で意見
交換を行い、その中で気づいたこ
とや感じたことを書く。 （２）

４　ワーク３　　　　　　　（17 分）
① 高齢者の人権を守るために大事なの

はどのようなことかを考える。（１）　　　　　　　
② （１）についてグループで意見交

換を行い、その中で気づいたこ
とや感じたこと書く。　　（２）　　　　　　　

③ （１）（２）について、グループ内
で話し合った内容を発表する。

○ 人権の尊重とは「その人らしさ」が保たれてい
るということであり、「その人らしさ」を保つため
には相手の気持ちに寄り添って考えたり、配慮し
たりすること、またそれをお互いに尊重すること
が大切であると伝える。
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ハンセン病について正しく理解しましょう。
（１）次の1～7について、正しいものには○を、間違っているものには×を書きましょう。（資料1参照）
1.　ハンセン病は、「らい菌」が原因で発症する病気である。　　　　　　　　（　　）
2.　ハンセン病は、手足の障害や皮膚の病的変化といった症状が起きる病気である。（　　）
3.　ハンセン病は、感染力が強く、うつりやすい病気である。　 　     　　　  （　　）
4.　ハンセン病は、原因が解明されたものの、治すことが非常に難しい病気である。（　　）
5.　ハンセン病は、身体の外観的特徴から、古くから偏見や差別の対象となった。　（　　）
6.　過去にはハンセン病患者は、療養所に通院して強制治療を受けさせられた。 （　　）
7.　過去にはハンセン病患者の家は、保健所職員により徹底的に消毒された。　（　　）

（２）次の1～6の問いに答えましょう。（資料２、3参照）
1.　昭和28（1953）年に新しく成立した法律は、何という法律ですか。

2.　ハンセン病が「治る病気」、「非常にうつりにくい病気」であることが解明されたにも
かかわらず、前の法律から引き継がれたこの法律の問題点は何でしょうか。

3. 「らい予防法」が廃止されたのはいつですか。

4.　平成10（1998）年、療養所の入所者たちが、国に対して裁判を起こします。国のどの
ような責任を問う裁判でしたか。

5.　平成26（2014）年現在、ハンセン病療養所数は何カ所で何名の人が入所していますか。

6.　療養所を出られるようになったのに、現在も入所したままの人がいるのはなぜでしょうか。

6 ハンセン病から人権を学ぶ

ワーク1
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（１）資料３を参考にして、ハンセン病患者はどのような差別や偏見を受けてきたか、挙
げてみましょう。また、そのことについて、あなたが感じたことを書きましょう。

（２）（１）の内容についてグループで意見を交換し、気づいたことや考えたことを書きま
しょう。

（１）資料４を読んで、ハンセン病とHIV感染を比較し、あなたが感じたこと、考えたことを書
きましょう。

（２）（１）の内容についてグループで意見を交換し、気づいたことや考えたことを書きま
しょう。

ワーク2

ワーク3
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■ 資料 1
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■ 資料 2
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■ 資料 3
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■ 資料 4

〈正しく知ろう　HIVとエイズ〉
HIVとエイズは違います
HIVは、英語の「Human Immunodeficiency Virus」の頭文字をとったもので、ヒト免疫不全ウ

ィルスのことです。
エイズ＝AIDSは英語の「Acquired Immunodeficiency Syndrome」の頭文字をとったもので

す。日本語にすると「後天性免疫不全症候群」で、生まれた後にかかる、免疫の働きが低下するこ
とにより生ずる、いろいろな症状の集まり、という意味になります。エイズは HIV に感染するこ
とによって発症します。

HIVに感染すると、免疫の仕組みの中心である白血球の一種、「ヘルパーＴリンパ球（CD４陽
性細胞）」が壊され、体を病気から守っている免疫力が低下します。

通常、HIV感染から６～８週間経過すると、血液中に HIVに対する抗体が検出されます。感染
から数週間以内に風邪に似た症状が出ることはありますが、この症状からは HIV 感染の有無は
判断できません。また、その後は何年間も無症状なので、感染の有無は HIV 検査を受けなければ
確認できないのです。

HIVに感染しても、すぐにエイズを発症するわけではありません。自覚症状のないまま数年が
経過しますが、その間に免疫力は低下し、やがて「日和見感染症」と呼ばれる、本来なら自分の力
で抑えることのできる病気を発症するようになります。

HIV の感染経路は、性的接触、血液感染、母子感染の３つに限られます。握手をしたり、日用
品を共用したり、プールやお風呂に一緒に入ったりするといった、日常生活の接触では感染しま
せん。せきやくしゃみなどでもうつりません。つまり、日常生活の中では、性的接触以外で感染
することはないのです。

〈HIV・ハンセン病に対する偏見・差別をなくそう〉
私たちはだれでも、自由に、人間らしく生きる権利「人権」を持っています。しかし、HIV感

染者やハンセン病の患者・元患者の方々は、誤った知識や偏見などから人権が侵害されてしまう
ことがあります。偏見・差別をなくすためには、一人ひとりが HIV やハンセン病などに対する正
しい知識を持ち、人権を尊重する心を持つことが大切です。

HIVやハンセン病は、人から人にうつる感染症です。しかし、日常生活における接触で感染す
ることはほとんどありません。ハンセン病は感染したとしても、発病することは極めてまれです
し、万一、発病しても早期発見と適切な治療で確実に治療することができます。また、HIVは感
染しても、すぐにエイズを発症するわけではありません。最近は治療薬の開発が進み、感染を早
期発見し、早期治療することでエイズの発症を抑えることができるようになっています。

このように HIVやハンセン病は、治療が可能な病気ですが、今なお、誤った知識を持っている
方が多く、HIV感染者やハンセン病の患者・元患者の方々に対する偏見や差別が、いまだに解消
されていない状況にあります。

例えば、2003年（平成 15 年）、ハンセン病療養所の入所者であることを理由に、ホテルの宿泊
を断られるという事件が起こりました。この報道を受けて、ハンセン病療養所の入所者がいわれ
のない非難や中傷を全国の人たちから受けました。また、HIV の感染者に対しても、HIV に感染
していることを理由に仕事を解雇されたり、医療機関で診療を拒否されたりするなどの人権侵害
が起こっています。

こうした HIVやハンセン病に対する偏見や差別をなくすためには、一人一人が、HIVやハンセ
ン病について正しい知識を持つこと、また、患者・元患者、その家族などが置かれた立場を理解
することが必要です。

「HIV/エイズの基礎知識」 公益財団法人エイズ予防財団ウェブサイトより
「暮らしのお役立ち情報　HIV・ハンセン病に対する偏見・差別をなくそう」
政府広報オンラインウェブサイトより
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ここでは、病気による人権侵害の原点ともいえる「ハンセン病患者」の差別問題を素材
に、生徒一人ひとりが「ハンセン病」の正しい知識と歴史を学ぶことにより、病気による
人権侵害について広く考えさせ、様々な人権侵害に対して適切な行動を取ることができ
るようする。

展開例（50 分　３～４人のグループを作る）

解説 6 ハンセン病から人権を学ぶ

1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　ワーク1　　　　　　　（15 分）

① 資料１を参考にして１～７に答
える。　　　　　　　　　（１）

②（１）の答え合わせを行う。
③ 資料２を参考にして（２）の１～６

に答える。　　　　　　　（２）
④（２）の答え合わせを行う。

２　ワーク２　　　　　　　（15 分）
① 資料３を参考にして自分の考え

を書く。　　　　　　　　（１）
②（１）についてグループで話し合

い、気づいたことや考えたこと
を書く。　　　　　　　　（２）　

３　ワーク３　　　　　　　（20 分）
① 資料４を読み、感じたことを書く。

（１）
②（１）についてグループで話し合

い、気づいたことや考えたこと
を書く。　　　　　　　　（２）

指導上の留意点

○ 資料から読み取りきれない部分についても
推測するよう促す。

○ 指導用資料を参考に説明する。可能なら画
像・映像資料等を使い、具体的なイメージをつ
かめるようにする。

○ 原因が解明されても差別が続いたことや、病
気は誰にでも起こりうることについても考え
るように促す。

○ 一人ひとりが差別にどのように向き合うべ
きか考えるよう促す。

○ 病気について正しく理解することが、人権侵
害に対して適切な行動が取れるようになるた
めに大切であることを伝える。
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ワークシート、資料及び視聴覚教材を使用して指導を展開する。グループ協議を入れ
た形式で展開例を挙げているが、状況に応じ講義形式も可能である。別途、指導用資料
を参照するとよい。

また、HIV感染など今日的な課題についても取り上げることで、この問題を身近なも
のとして感じさせ、患者等の人権について理解を深めるよう促したい。

なお、DVD「メッセージ“私たちと人権”②」等の当事者の方のインタビューなどを用
いてまとめとすることも効果的である。

※ DVDは神奈川県教育委員会行政課にて、県立学校に貸し出しをしています。貸し出し
方法等については、行政課人権教育グループにお問い合わせください。

〈引用文献〉

〈参考資料〉

3　解説

「ハンセン病の向こう側」 厚生労働省（平成26年12月）
「HIV/エイズの基礎知識」 公益財団法人エイズ予防財団ウェブサイト
「暮らしのお役立ち情報　HIV・ハンセン病に対する偏見・差別をなくそう」
政府広報オンラインウェブサイト

「メッセージ“私たちと人権”②」　一般社団法人 神奈川県人権センター（平成22年12月）
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■指導用資料

（１）次の1～7について、正しいものには○を、間違っているものには×を書きましょう。（資料1参照）
1.　ハンセン病は、「らい菌」が原因で発症する病気である。　　　　　　　　（ ○ ）
2.　ハンセン病は、手足の障害や皮膚の病的変化といった症状が起きる病気である。（ ○ ）
3.　ハンセン病は、感染力が強く、うつりやすい病気である。　 　     　　　  （ × ）

[（正）感染力が弱く、うつりにくい。]
4.　ハンセン病は、原因が解明されたものの、治すことが非常に難しい病気である。（ × ）

[（正）治療薬が開発され、早期発見と適切な治療により治すことができる。]
5.　ハンセン病は、身体の外観的特徴から、古くから偏見や差別の対象となった。　（ ○ ）
6.　過去にはハンセン病患者は、療養所に通院して強制治療を受けさせられた。 （ × ）

[（正）入所]
7.　過去にはハンセン病患者の家は、保健所職員により徹底的に消毒された。　（ ○ ）

（２）次の 1～6の問いについて答えましょう。（資料２、3参照）
1.　昭和28（1953）年に新しく成立した法律は、何という法律ですか。

→「らい予防法」　※ 昭和６年に成立した「癩予防法」から新しい法律になった。

2.　ハンセン病が「治る病気」「非常にうつりにくい病気」であることが解明されたにも
かかわらず、前の法律から引き継がれたこの法律の問題点は何でしょうか。
→ 隔離収容政策が継続され、退所規定が設けられていないこと。

3. 「らい予防法」が廃止されたのはいつですか。
→ 平成８（1996）年

4.　平成10（1998）年、療養所の入所者たちが、国に対して裁判を起こします。国のどの
ような責任を問う裁判でしたか。
→ 国に対して、ハンセン病政策の転換が遅れたことの責任を問う裁判。
※ ハンセン病が解明されたのに隔離政策を継続したことが問題であることを確認。

5.　平成26（2014）年現在、ハンセン病療養所数は何カ所で何名の人が入所していますか。
→ 14ヶ所、1847名。

6.　療養所を出られるようになったのに、現在も入所したままの人がいるのはなぜでしょうか。
→ 偏見や差別が根強く社会復帰をおそれている、家族に迷惑が及ぶことをおそれ絶縁状

態にある、高齢となり家族とも音信不通になり帰る場所そのものがない、等。
※ 資料から単純に抜粋することが難しいので、必要に応じて家族との絶縁は自分か

らと相手からの両方のケースがあることを想定させる。

ハンセン病と人権について学習しよう

ワーク1
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このワークでは、同和問題（部落差別）について考えます。同和問題は、日本固有の重
大な人権問題です。同和問題と向き合って正しく理解し、差別を許さない心、人権を尊
重する心をしっかりと持ちましょう。

資料を読んで、次の（１）～（４）に答えましょう。
（１）同和問題とはどのようなものでしょう。

（２）同和問題はいつごろから始まったと考えられていますか。

（３）江戸時代の身分制度はどのようになっていましたか。

（４）江戸時代の身分制度の下で厳しい差別を受けていた人々はどのような仕事をして
いましたか。

7 同和問題について考えよう

ワーク1



42

（１）「同和問題」はなぜ起きたのでしょう。資料を読んで考えてみましょう。

（２）どうして「心の差別」は起きるのでしょう。資料を参考にして考えてみましょう。

（３）「心の差別」を解決するにはどうすればよいと思いますか。あなたの考えを書きましょう。

（１）グループでワーク２の（３）について話し合い、出された意見や気がついたことなど
を書きましょう。

（２）今日の学習を通して、学んだことや考えたことを書きましょう。

ワーク2

ワーク3
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■資料

同和問題とは
日本の歴史の中で、人為的に形作られてきた身分制度により、一部の人々が住居や職
業、結婚などを制限される差別を受けてきました。特定の地域の出身であることやそこ
に住んでいることを理由に差別される我が国固有の人権問題を、同和問題といいます。
こうした身分による差別は、すでに室町時代には一部の職業の人々が差別されていた
ことにはじまると考えられています。江戸幕府は、武士や百姓・町人とは別な身分を制
度化し、それ以前よりも強固な身分制度を確立しました。この制度の下で厳しい差別を
受けていた人々は、農業を営んで年貢を納めたり、優れた技術で牛馬の皮革加工や草
履・雪駄づくり、医療・医薬品製造に携わったりするなどしたほか、城や寺社の清掃、幕
府や藩の役人のもとで町や村の警備を行うなどして、社会を支えてきました。また、猿
楽などの古くから伝わる芸能を継承発展させて、日本文化に大きく貢献しました。
明治４（1871）年に「解放令」が出て江戸時代の身分制度は廃止され、それまで被差別

身分とされていた人々は、制度上は多くの武士や百姓・町人とともに平民となりました。
しかし、多くの人々に身分差別の意識が残っている中で、被差別身分だった人々は、身分
に伴って認められていた皮革加工などの権利が否定され、経済的に厳しい状況に置かれま
した。そうした状況の中で、差別から解放を求める運動が各地ではじまりました。（以下略）

心の差別と生活実態の差別
同和対策審議会答申では、部落差別には、「心の差別」（差別的なことばや態度で相手を
さげすんだり、予断と偏見から結婚や交際をさけるなど）と「実態の差別」（就業の不安定
や住宅、道路等の環境整備の立ち遅れなど）があり、こうしたふたつの面からの差別から
おこる同和地区の人びとの生活の厳しさが、よりいっそう「心の差別」を広げ、それがま
た生活を苦しくさせるという悪循環を繰り返してきたと指摘しています。
本県でもそうした悪循環をたち切るために、現在までさまざまな対策を講じてきまし
た。その結果、「生活実態の差別」の解消を図る生活環境は、大きく改善するなど、着実
に成果を上げてきました。しかし、「心の差別」は、解消に向けて進んでいるものの依然
として存在しています。
全国的にみると、今日でも、同和問題の解決を妨げるような事態がおきています。就
職試験に際して、本人の能力や適性に全く関係のない本籍地（出生地）や親の職業につい
て質問がなされたり、また、インターネットの電子掲示板に、同和地区の地名と侮辱的
な記述が一緒に流されていたという事象もおきています。（中略）
また、結婚等にあたって、いまでも身元調査が見うけられます。このことは、その人
の人柄などを評価するのではなく、血筋とか家柄にこだわる見方、考え方のあることを
物語っています。このような見方、考え方を改めて、一人ひとりの人権が尊重された明
るい社会を築く必要があります。

「同和問題の正しい理解のために」 神奈川県・神奈川県教育委員会 （平成21年3月）より
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同和問題とは、日本の歴史の中で人為的に作られたものである。
被差別部落に関する研究については、近年、新しい研究成果が次々と発表され、これ

まで当然のように語られてきた部落差別の成り立ちを、単純に「近世の政治体制による分
裂支配」に求める考え方や、「被差別部落の生活はつねに貧困で悲惨であった」といった
見方などに、大きな修正と見直しが求められている。

こうした中で、生徒に対して同和問題の正しい理解を促し、なぜ差別が起こったのか
を根源的に考えさせ、差別を許さない心、人権を尊重する心を育むことが本ワークのね
らいである。

展開例（50 分　３～４人のグループを作る）

解説 7 同和問題について考えよう

1　ねらい

2　進め方

学習活動
１　ワーク1　　　　　　　（15 分）

① 資料を読み、同和問題について
の概要を理解し、（１）～（４）に
答える。　　　　（１）～（４）

②（１）～（４）の説明を聞く。
（１）～（４）

指導上の留意点

○ 同和問題についての興味・関心を促すとと
もに、理解を深める。

○ グループで相談しながら取り組ませてもよい。

○ 解説 P.45～P.47 を参考にしながら、説明する。
〔解答例〕
（１）・特定の地域の出身であることやそこに住

んでいることを理由に差別されたこと
・我が国固有の人権問題であること

（２）・室町時代には一部の職業の人々が差別さ
れていたと考えられていること

（３）・江戸幕府は、武士や百姓・町人とは別な身
分を制度化し、以前よりも強固な身分制度
を確立したこと

（４）・農業や皮革加工、草履・雪駄づくり、医
療・医薬品製造など

・城や寺社の清掃、町や村の警備
・猿楽などの芸能
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ワーク１について
被差別部落の歴史的起源には、政治起源説・異民族起源説・職業起源説・宗教起源説

などがあり、これまでの被差別部落の歴史学習においては、近世政治起源説に基づいて
他の起源説の誤りを正すという目的や、被差別部落の人々には差別されるいわれはない
ことを明確にするという目的があった。

しかし、近年多くの研究者たちによる様々な領域からのアプローチにより、被差別部
落の人々の多様な姿が明らかにされ、近世政治起源説の見直しも進められている。

そこで、被差別部落の歴史学習においては次に例示する研究成果等を積極的に取り入
れることが求められている。

なお、これらの知識の整理は、あくまでも人権を尊重する態度を養うために必要である、と
いうことを理解する。

２　ワーク２　 （９分）            
① 「同和問題」がなぜ起こったか、
資料を読んで考える。　　（１）

② どうして「心の差別」は起きるの
か考える。　　　　　　　（２）

③「心の差別」を解決する手立てを
考える。　　　　　　　　（３）

３　ワーク３　　　　　　　（26 分）
① グループ内で意見を発表し合う。

また意見交換をしながら気がつい
たことや考えたことを書く。（１）

② いくつかのグループが、話し合
った内容を発表する。　　　　

③ まとめを聞く。

④ 全体を通して学んだこと、考え
たことを書く。　　　　　（２）

○ グループで相談するよう促してもよい。
○ 同和問題をふまえながら、「心の差別」がなくな

らない理由を考えたり、自らの経験を振り返った
りして、思ったことを率直に書くよう促す。

○ 現在もある「心の差別」にはどんなものがあ
るかについて考え、それを解決するための手立
てを考えるよう促す。

○ 「心の差別」はどうすれば解決できるか、率
直に意見を出し合うよう促す。

○ グループとして意見を統一する必要はない
ことを伝える。

○ 各グループの話し合いの様子を把握してお
き、内容が深まっているグループに発表を促
す。また、様々な意見が出るよう配慮する。

○ 出された意見や解説を参考にしながら、「心
の差別」はどうすれば解決できるか説明する。

○ 全員が、差別をしない、許さないことについ
て理解を深めるようまとめる。

3　解説
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（１）近世政治起源説の見直し
かつて、被差別民の起源について、近世政治起源説と言われる考えが中心的であった。

しかし、現在は、被差別民の起源については、古代末期か中世にまでさかのぼると考え
られている。かつて、非日常的状況の中で、特に死・出産・血を「ケガレ」と考える意識
があり、その「ケガレ」を清める役割（「葬送」「死牛馬の処理」「行刑」「造園」「掃除」等）
を担う人々への畏怖の念が、次第に「ケガレ」に関わる者への賎視観につながったと考え
られている。このような差別意識の底流を権力が利用し、江戸時代中期になって制度的
に確立していったと考えられるようになっている。

（２）江戸時代の身分制についての見直し
被差別部落の人々は、「武士・町人・百姓」とは別な身分とされて、地域社会から排除

と差別を受けていた（必ずしも身分の序列で最底辺におかれたわけではない）。特に江戸
時代中期から被差別部落の人々への差別が強化されてきたと言われている。しかし、実
際には、（１）にあげた「ケガレ」を清める役割以外にも雪駄や皮革製品、医薬品の生産・
販売、治安維持などで、社会的・経済的に被差別部落の人々と他の身分の人々との多様
な交流が日常的にあったことが明らかになっている。

（３）江戸時代の被差別部落の生活の見直し
被差別部落の人々が一様に「貧しかった」という見方は、否定されている。被差別部落

の人々の中には、富裕な人も、貧しい人もいた。ある被差別部落の周辺の農村では、18
世紀以降に人口が停滞していった。しかし、その被差別部落では、人口が増加していた
ことが実証されている。その理由として、様々な手工業品や医薬品などの生産・販売を
行っていたことや、諸役を行うことによって経済力があったことなどが考えられてい
る。だからといって、被差別部落の全ての人々が豊かであったとは見られていない。ま
た、生活条件の悪い地域に住まわされた事例もあるが、必ずしも全国的な状況ではない
と考えられている。注意すべきことは、被差別部落の人々は貧しいことが原因で差別さ
れていたのではないということである。

（４）被差別民の文化への貢献
中世における猿楽をはじめとする諸芸能や、慈照寺・鹿苑寺の庭園や優れた石塀など

が、被差別民によって生み出された。また、「蘭学事始」に記載されている人体解剖を実
際に行い、内臓について正確な知識をもって説明をした人物は被差別民である。さらに、
医者や医薬品製造などをしていた人もいた。このように、被差別民は、日本の文化や医
学の発展に功績を残している。

（５）「解放令」について
明治４（1871）年に太政官布告いわゆる「解放令」が出たことによって、それまで被差別

身分とされていた人々は、制度上は多くの百姓・町人とともに平民となった。その一方
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で、それまで与えられていた特権が奪われたために、経済的基盤を失い、社会的・経済
的な差別が強められてしまった。だが、解放令には、以後、各地で起きた多くの人々の
差別に反対する運動のよりどころとなったという意義もある。

（６）部落解放運動について
解放令以後、全国各地で被差別部落の生活状況を改善することで差別をなくそうとする

運動が行われた。その中で、被差別部落の人々による自主的な解放運動を行う全国水平社
が大正11（1922）年に創立された。これ以後、各地で水平社が設立され、差別をなくす活動
を展開した。神奈川県では、半官半民の組織として神奈川県青和会が設立された。神奈川
県青和会は、差別をなくすために、啓発活動や被差別部落の生活改善に取り組んだ。

戦後、基本的人権の尊重を規定した日本国憲法が施行された後も、部落差別は続いた。
そのために、昭和40（1965）年、国の同和対策審議会から「同和問題の早急な解決は国の
責務であり、同時に国民的課題である」とした答申が出された。この答申等に基づき、さ
まざまな同和対策を行う特別措置法が平成14年（2002）年 3 月まで施行され、生活環境面
などの改善において成果を上げたといえる。

一人ひとりが同和問題について正しい理解と認識を深め、差別を許さない心をもっ
て、差別の連鎖を断ち切ることが、教育に求められている。そのことを十分に認識した
上で、生徒に同和問題について考えさせたい。

なお、同和問題に関する認識を確実なものとし、より豊富な情報を得るために各県立
学校に配付されている次の図書を参照していただきたい。

〈配付図書〉

ワーク２・ワーク３について
同和問題について取り上げる場合、地理歴史科や公民科の教科書に記載されている同

和問題に関連する歴史の諸問題についての知識を教えるだけでなく、生徒一人ひとりの
心の中に差別を許さない心をしっかりと育むことが大切である。

（１）平等について
日本国憲法第十四条で「すべて国民は、法の下に平等であって、人種、信条、性別、社

会的身分又は門地により、政治的、経済的又は社会的関係において、差別されない。」と
ある。そして、平等とは、「人を分け隔てなく、等しいものは等しく扱う」ことである。

この考えから、「かながわ人権施策推進指針（改定版）」では「誰もが機会の平等を保障

「神奈川の部落史」「神奈川の部落史」編集委員会 （平成19年9月）
「これでわかった！部落の歴史　私のダイガク講座」 著者 上杉　聰　解放出版社 （平成16年12 月）
「部落の歴史に学ぶ」 神奈川部落史研究会 （平成25年10月）
「知っていますか？部落問題一問一答 第 3 版」 著者 奥田　均　解放出版社 （平成25年11月）
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され、能力が発揮できる社会づくりをめざす」と基本理念に述べられている。この「機会
の平等」を保障するためには、あらゆる人々が互いに違っていることを認め合うことが前
提になる。例えば、日本語を母語としない児童・生徒に対して、個別に日本語授業を行
うなどは、能力の発揮の機会を保障し、教育を受ける権利の保障のために必要になると
考えられる。他と異なった扱いであっても、それが状況によっては、平等を保障するこ
とにつながるのである。

（２）「差別」とは？
「差別」とは、「特定の人 （々個人や集団）に対する偏見をもとに、その人々に対して不

利益・不平等な扱いをすること」である。例えば、採用選考において本籍地や家族の職業
等を理由に不採用にすることは、不採用の理由が本人の能力・適性とは関係のない予断
と偏見に基づくものであり、「差別」といえる。

「差別」 は、「偏見」から生まれるという。十分な根拠のないマイナスイメージ（偏見）を、
個々の差異を無視して個人や集団に当てはめ、それが「ことば」や「態度・行動」として表
に出ると「差別」を生むと考えられる。

「差別」をしない、させないためには、「自分の偏見に気付くこと」「偏見をなくそうと努
力すること」が大切である。そのためには、人権に関する知的理解を深めるとともに、人
権感覚を養うことで、自他の人権を守ろうとする意識・意欲・態度を向上させ、それら
を実際の行為に結びつける実践力や行動力を育成することが求められる。

（３）被差別部落の歴史の転換
被差別部落の歴史を学ぶ場合に留意すべきことは、知識を増やすだけにとどまらず、

民主的、平和的な国家・社会の一員として、有為な社会の形成者として、必要な自覚と
資質を養うために、人権を尊重するという目標を忘れないことである。

〈引用文献〉
「同和問題の正しい理解のために」 神奈川県・神奈川県教育委員会 （平成21年3月）


